




は
じ
め
に

　
本
編
で
は
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
か
ら
三
十
年
ま
で
の
一
三
年
に
及
ぶ
兵
庫
県
の
歩
み
を
、
全
八
章
で
た
ど
る
。
五

期
二
〇
年
を
務
め
た
井い

戸ど

敏と
し
三ぞ

う
知
事
の
時
代
の
後
期
に
当
た
る
。

　
平
成
十
八
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
一
〇
年
を
経
て
、
兵
庫
県
が
新
た
な
出
発
を
期
し
た
年
で
あ
っ
た
。
第
一
次
地
方
分

権
改
革
に
続
く
三
位
一
体
改
革
の
最
終
年
で
あ
り
、
同
年
地
方
分
権
改
革
推
進
法
が
成
立
し
分
権
改
革
の
第
二
幕
が
あ
く
。
九

月
に
は
約
五
年
半
続
い
た
小こ

泉い
ず
み

純じ
ゅ
ん
一い

ち
郎ろ

う
内
閣
が
退
陣
し
、
安あ

倍べ

晋し
ん
三ぞ

う
内
閣
が
自
民
党
・
公
明
党
（
自
公
）
連
立
で
継
い
だ
。

安
倍
内
閣
は
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
を
う
た
い
、
教
育
基
本
法
の
改
正
、
国
民
投
票
法
を
成
立
さ
せ
た
。
ま
た
六
月

に
、
北
海
道
夕
張
市
が
財
政
再
建
団
体
入
り
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
地
方
の
深
刻
な
疲
弊
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

　
平
成
十
九
年
八
月
、
安
倍
内
閣
は
参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
退
陣
し
、
福ふ
く

田だ

康や
す

夫お

内
閣
が
成
立
し
た
。
第
二
次
地

方
分
権
改
革
が
始
ま
る
が
、
地
方
の
疲
弊
を
背
景
に
十
一
月
、
地
域
活
性
化
統
合
本
部
が
設
置
さ
れ
、
地
方
再
生
戦
略
が
立
て

ら
れ
た
。
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
財
政
透
明
化
は
引
き
続
き
重
視
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

（
地
方
財
政
健
全
化
法
）
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
同
時
に
、
地
方
圏
へ
の
人
口
定
住
を
図
る
定
住
自
立
圏
構
想
が
策
定
さ
れ
た
。

　
そ
こ
に
平
成
二
十
年
十
一
月
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
と
す
る
世
界
金
融
危
機
が
襲
い
、
日
本
経
済
も
低
迷
す
る
。
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福
田
内
閣
は
国
会
対
策
に
窮
し
て
同
年
九
月
に
麻あ

そ
う生

太た

郎ろ
う

内
閣
に
交
代
し
て
い
た
が
、
麻
生
も
ほ
ぼ
一
年
後
、
総
選
挙
に
お
け

る
与
党
の
大
敗
で
退
陣
す
る
。
こ
の
年
日
本
の
総
人
口
は
一
億
二
八
〇
八
億
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
以
後
減
少
局
面
に
入
る
。

　
平
成
二
十
一
年
九
月
に
誕
生
し
た
民
主
党
政
権
は
住
民
参
加
に
よ
る
行
政
を
主
張
し
て
「
地
域
主
権
」
改
革
を
掲
げ
た
。
翌

二
十
二
年
に
、
関
西
広
域
連
合
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
平
成
二
十
三
年
三
月
に
は
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
地
震
・
津
波
・
原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う
強
烈
な
三
重
苦
は
、

高
度
成
長
型
の
政
治
経
済
社
会
の
終
わ
り
、
す
な
わ
ち
「
戦
後
」
の
終
わ
り
と
「
災
後
」
の
始
ま
り
を
告
げ
る
も
の
と
な
っ
た
。

民
主
党
政
権
も
党
内
の
混
乱
に
よ
っ
て
鳩は
と

山や
ま

由ゆ

紀き

夫お

、
菅か

ん
直な

お
人と

、
野の

田だ

佳よ
し

彦ひ
こ

と
一
年
毎
の
交
代
に
終
わ
っ
た
。

　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
、
民
主
党
に
代
わ
っ
て
自
公
連
立
の
第
二
次
安
倍
内
閣
が
誕
生
し
た
。
安
倍
内
閣
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
を
掲
げ
、
大
胆
な
金
融
政
策
に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
、
機
動
的
な
財
政
支
出
に
よ
る
需
要
創
出
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
投

資
戦
略
の
「
三
本
の
矢
」
を
も
っ
て
経
済
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
。
景
気
も
回
復
局
面
に
入
り
、
政
府
は
平
成
二
十
六
年
四
月

に
消
費
税
を
八
％
に
引
き
上
げ
た
。
ま
た
平
成
二
十
六
年
九
月
か
ら
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
を
是
正
す
る
地
方
創
生
を
進
め
た
。

平
成
二
十
八
年
四
月
に
は
熊
本
地
震
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
災
後
の
時
代
を
、
兵
庫
県
は
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
章
「
地
方
分
権
改
革
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
」
は
県
政
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
行
財
政
構
造
改
革
か
ら
始
ま
る
。
平

成
二
十
年
に
「
行
財
政
構
造
改
革
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
財
政
基
盤
の
確
立
に
臨
ん
だ
。
平
成
二
十
三
年
に
は
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
な
ど
社
会
経
済
の
著
し
い
変
化
を
踏
ま
え
「
創
造
と
共
生
の
舞
台
・
兵
庫
」
を
目
指
し
て
、「
二
一
世
紀
兵
庫
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
改
訂
し
た
。
地
方
分
権
が
進
む
中
で
、
井
戸
は
、
国
と
県
の
分
配
自
立
型
を
提
唱
し
、
平
成
二
十
二
年
の
関
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西
広
域
連
合
の
設
立
を
先
導
し
た
。
広
域
連
合
は
、翌
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
で
い
ち
早
く
「
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
」

に
よ
る
被
災
地
支
援
を
打
ち
出
し
、
地
方
の
力
を
見
せ
た
。
兵
庫
県
に
と
っ
て
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
に
よ
っ
て
地
域
の
活

力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
非
都
市
部
、
そ
し
て
都
市
の
活
性
化
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
の
合
併
が
一
段
落

し
た
後
、
先
の
定
住
自
立
圏
や
二
十
七
年
の
「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
な
ど
様
々
な
市
町
連
携
が
試
み
ら
れ
た
。
県
で
も
「
地
域

再
生
大
作
戦
」
が
始
動
し
、
平
成
二
十
七
年
に
は
「
地
域
創
生
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。

　
第
二
章
「
復
興
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
減
災
社
会
の
構
築
」
で
は
、
震
災
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
高
齢
者
の
自
立
支
援
と

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
関
わ
る
事
業
や
、「
伝
え
る
、
活
か
す
、
備
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
二
〇
周
年
事
業
に
至
る
過

程
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
に
対
す
る
支
援
と
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
を
は
じ
め
と
す
る

復
興
法
制
に
論
が
及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
平
成
二
十
年
代
に
入
っ
て
の
台
風
や
豪
雨
な
ど
相
次
ぐ
風
水
害
、
二
十
五
年
の
淡
路

島
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
し
て
減
災
・
縮
災
対
策
の
推
進
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
求
め
て
い
る
。

　
第
三
章
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
力
強
い
兵
庫
経
済
づ
く
り
」
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
ア
ジ
ア
新
興
国
と
の
競
争

が
激
し
く
な
る
中
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
兵
庫
県
経
済
の
苦
境
と
対
応
を
追
っ
て
い
る
。
県
を
支
え
て
き
た
製
造
業
の
技

術
革
新
や
集
約
化
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
の
創
出
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
新
製
品
の
開
発
、
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
支
援
な
ど

様
々
な
対
応
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た
地
場
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
開
拓
等
が
進
め
ら

れ
た
。
商
業
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
に
圧
さ
れ
、
加
え
て
商
店
主
の
高
齢
化
や
空
き
店
舗

の
増
加
等
厳
し
い
状
況
の
中
に
置
か
れ
た
県
内
の
商
店
街
に
対
し
て
、
県
は
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
化
し
た
商
店
街
活
性

化
の
取
組
を
支
援
し
て
い
る
。
農
林
水
産
業
で
も
、
農
業
で
は
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
や
集
落
営
農
の
法
人
化
が
実
施

はじめに
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さ
れ
、
六
次
産
業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
が
続
け
ら
れ
た
。
林
業
で
は
、
二
一
世
紀
の
循
環
型
林
業
の
構
築
を
目
指
し
、
健
全
な
森

林
の
育
成
と
県
産
木
材
の
供
給
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
は
か
ら
れ
た
。
漁
業
で
は
、
家
島
な
ど
離
島
の
漁
業
・
漁
村
の
活
性
化
や

播
磨
灘
に
お
け
る
大
規
模
漁
場
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
科
学
技
術
で
は
、
国
の
科
学
技
術
基
本
計
画
を
受
け
、
兵
庫
県
で
も
、

Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
」（
平
成
二
十
三
年
完
成
）
と
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
（
け
い
）」
の
ほ
か
、

神
戸
医
療
産
業
都
市
の
整
備
が
は
か
ら
れ
た
。
情
報
通
信
で
は
、
急
速
に
進
展
す
る
Ｉ
Ｔ
の
普
及
を
受
け
、
県
で
も
兵
庫
情
報

ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
基
盤
と
し
た
行
政
・
教
育
分
野
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
県
域
で
の
多
様
な
情
報
交
流
の
促
進
が
は
か
ら

れ
た
。

　
第
四
章
「
地
域
の
再
生
と
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
と
向
き
合
う
地
域
づ
く
り
戦
略
が
問
わ
れ
た
。

地
方
都
市
や
中
山
間
地
域
に
対
し
て
は
、
地
域
創
生
を
旗
印
に
「
多
自
然
居
住
」
が
推
進
さ
れ
、
大
都
市
圏
で
は
中
心
市
街
地

活
性
化
が
図
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
兵
庫
五
国
の
個
性
と
連
携
が
説
か
れ
た
。
住
宅
政
策
も
「
住
生
活
基
本
法
」
に
沿
っ
て
、
少

子
高
齢
化
、
居
住
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
の
環
境
変
化
を
受
け
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
形
成
、
ス
ト
ッ
ク
重
視
へ
と
シ

フ
ト
し
、
そ
し
て
空
き
家
の
適
正
管
理
と
明
舞
団
地
な
ど
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
が
課
題
と
な
っ
た
。
景
観
緑
地
政

策
で
は
、
県
民
緑
税
を
活
用
し
た
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」「
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業
」
が
進
め
ら
れ
、
尼
崎
中
央
緑
地
、

丹
波
並
木
道
中
央
公
園
な
ど
、
い
く
つ
か
の
大
規
模
な
都
市
公
園
や
都
市
緑
地
が
開
設
さ
れ
た
。
相
次
ぐ
豪
雨
や
台
風
、
地
震

に
よ
る
自
然
災
害
の
激
甚
化
と
、
高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
上
下
水
道
な
ど
多
数
の
社
会
基
盤
諸
施
設
の
老
朽
化
に
対
し
、

安
全
安
心
な
社
会
を
構
築
す
る
県
土
の
強
靭
化
、
計
画
的
・
効
率
的
な
老
朽
化
対
策
が
進
め
ら
れ
た
。
道
路
整
備
な
ど
交
通
基

盤
の
強
化
が
進
め
ら
れ
る
一
方
、
三
木
鉄
道
の
全
面
廃
止
な
ど
地
方
鉄
道
の
経
営
が
悪
化
し
、
三
空
港
・
三
港
湾
に
対
し
て
は
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一
体
運
営
体
制
が
と
ら
れ
た
。

　
第
五
章
「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
優
先
社
会
」
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け

る
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
パ
リ
協
定
の
採
択
を
受
け
て
低
炭
素
か
ら
脱
炭
素

に
転
換
し
て
い
く
過
程
に
お
け
る
、
国
と
県
の
動
き
を
追
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
あ
わ
じ
環

境
未
来
島
構
想
や
神
戸
・
尼
崎
の
環
境
モ
デ
ル
都
市
な
ど
地
域
の
取
組
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
循
環

型
社
会
の
形
成
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
六
章
「
県
民
主
役
の
地
域
づ
く
り
と
多
文
化
共
生
社
会
」
は
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
、「
参
画
と
協
働
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
民
交
流
広
場
事
業
・
地
域
づ
く
り
活
動
応
援

事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
消
費
者
問
題
も
、
消
費
者
庁
の
発
足
を
受
け
て
、
県
内
全
市
町
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る

な
ど
、
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
。
男
女
共
同
参
画
は
女
性
の
地
位
向
上
の
み
な
ら
ず
、
男
性
も
含
め
た
家
庭
生
活
の
充
実
へ
と

な
っ
た
。
文
化
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
の
分
野
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
芸
術
文
化
立
県
ひ
ょ
う
ご
」「
ス
ポ
ー
ツ
立
県
ひ
ょ
う
ご
」

「
観
光
立
国
」
を
う
た
い
様
々
な
振
興
策
が
と
ら
れ
た
。
観
光
分
野
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
）
が
増
え
た
の
は

こ
の
頃
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
様
化
が
進
む
国
際
交
流
で
は
、「
国
際
化
」
か
ら
多
文
化
共
生
社
会
へ
の
転
換
が
目
指

さ
れ
た
。

　
第
七
章
「
少
子
高
齢
化
社
会
の
福
祉
・
保
健
医
療
の
拡
大
」
で
は
、
少
子
化
が
続
く
中
、
平
成
二
十
四
年
に
「
子
ど
も
・
子

育
て
三
法
」
と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
が
成
立
し
た
。
兵
庫
県
で
も
同
年
「
新
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
未
来
プ
ラ
ン
」
を
、
続

い
て
二
十
七
年
に
「
ひ
ょ
う
ご
子
ど
も
・
子
育
て
未
来
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
同
じ
く
平
成
二
十
四
年
の
児
童
福
祉
法
改
正

はじめに
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に
よ
り
、
発
達
障
害
児
が
障
害
児
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
県
で
は
新
た
に
「
県
立
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し

た
。
保
健
医
療
で
は
、
国
の
生
活
習
慣
病
対
策
の
推
進
を
受
け
、
兵
庫
県
で
も
「
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」「
健
康
づ
く
り
推

進
プ
ラ
ン
」
及
び
「
健
康
づ
く
り
推
進
実
施
計
画
」
と
続
々
と
策
定
さ
れ
た
。
県
立
病
院
の
統
合
再
編
や
建
て
替
え
な
ど
の
整

備
も
進
み
、
地
域
医
療
の
高
度
化
と
効
率
化
が
図
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
、
政
府
も
、

相
対
的
貧
困
率
の
公
表
や
生
活
保
護
制
度
を
見
直
し
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
を
打
ち
出
し
た
。
母
子
家
庭
だ
け
で
な

く
父
子
家
庭
へ
の
支
援
も
拡
が
り
、「
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
自
立
促
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
女
性
施
策
で
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
対
策
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。
国
連
に
お
い
て
、「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界
行

動
計
画
」「
障
害
者
の
人
権
に
関
す
る
条
約
」（
平
成
十
八
年
）
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
は
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
収
れ
ん
し
、「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　
第
八
章
「
人
口
減
少
期
の
学
校
や
家
庭
地
域
で
の
教
育
」
は
、
平
成
十
八
年
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、「
教
育
振
興
基
本

計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
沿
っ
て
、
平
成
二
十
一
年
県
で
は
「
ひ
ょ
う
ご
教
育
創
造
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
を
基
調
と
し
た
施
策
を
展
開
し
た
。
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
中
、

学
校
の
統
廃
合
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
増
加
、
学
力
低
下
な
ど
の
様
々
な
課
題
に
対
処
す
る
と
同
時
に
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

幼
児
期
の
教
育
の
充
実
、
中
高
や
小
中
の
学
校
間
連
携
、
兵
庫
型
教
科
担
任
制
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施
、
体
験
教
育
「
ト
ラ

イ
や
る
・
ワ
ー
ク
」
や
多
彩
な
理
数
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
多
様
な
展
開
を
図
っ
て
き
た
。
生
涯
教
育
で
も
、「
学
社
融
合
」

を
進
め
、
県
民
誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
地
域
社
会
に
参
画
す
る
「
生
涯
学
習
社
会
」
の
構
築
に
努
め
て
き
た
。
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